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集え、リケジョ！
理系女の私は、世界のエネルギー問題を解決できれば紛争がなくなるのではとの思いを馳せ、大学で

は原子核工学を学びたいと考え、京都大学から防衛大学校に移籍された間崎教授の門戸をたたくため防
衛大学校を志願しました。

陸上自衛隊入隊時は核防護を仕事にすることを希望しましたが、幹部候補生学校での訓練で様々な職
種を知る中で、野外洗濯機と野外ミシンを訓練の場まで持ち込み、洗濯等支援してくれる隊員と出会い
ました。隊員が訓練に専念できるよう洗濯や補修をしてくれる、ここまで人に優しい仕事があることに
大変感銘し、需品科隊員になりたいと思いました。

また、常に最適解を求め続ける研究分野で仕事に従事するため、防衛大学校理工学研究科で修士を取得。
人間工学、耐弾素材、落下傘の研究員や実験幹部、安全保障や部隊運用の研究員の他、補給部隊の隊長
として勤務しました。

今は被服、給食等の補給に従事し、最小にして最大の効率で世界平和に貢献する解を求める毎日を喜
びとしています。

理系女の戦士達よ、戦わずして勝つ方程式を解け。

東部方面総監部 装備部 需品課長の仕事

自らも研究開発を手がけて装備化された個人装具類








































